
んと位置づけて詳しぐ読みあげ
革派の人たちは、民
衆が
周恩来
銭」
などが－みると、一月十九日

たが、解放後の
ふ～りになると
首相を迫黙する乙と
にJ2フ立つ
以後、周首相をたたえる－切の

．拍鋭的になD、
文議段階では、
ていた感
がある。一月下旬から記郡、世界各地か
らの弔勉など

まっ
たくといっていいほど、抽
二月にかけて
周恩来首相の
後継
が盗
が精した。世界的
な宰相の

象的な表現が並べられている。
者
が決めるため、中国共
高田泊中
死であるから、一年ぐらい周氏

鰻後は一応、修正主義に反対
央委、ない
し政治局の会合が関
の記事が掲載さ
れてもいい
はず

し、これ
を防止すべきだと雷い
かれる
はずだった。京采なら、そ
だ。二月一日に周普霜死後、初

ながら、中間帯
－近代的
な社会主乙で部小
平が承認されれ
ば手続
めての「
紅旗」第二号が
義行さ

誠
一番に
築宅内げるため、
遺志
きよも問
題は
なかった。だが邸
れたが、同総
には
走資派批判の

中
国情勢の良
県、あまりに
だ＠かつ
てスタ1
5批判
直後
た。すべ
て毛主席の指示
語い
ぞ見逃
すわけにはいかない。こ
を縫いで
富
主之と
結んで
氏

に義する人がい
立た
論
意
義
震の「し」の
言

急激なため、乙乙
に掲げなアに、
ポーランドの
毒－ハンガ
た。

の一で弔辞
を鋭んだのが蹄小平いる。m
童

話警臨んだた
その
葉、序列から
ぞも
事
錦
織炉、いない。二月下旬
誇

1
マも若干、古くさくなったき
千
霊

安警｝張、それは
天安門移
住、乙れと性格を
副首相である。この

滋控室
けでも
裂的だ

の「人民
自民
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、
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務
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了J一

滋議
輯額二V
愚
闘a
圃圃園
間

る

った。二月二ニ
O
B・

．
・

糊繊幽J必鰍湖胸榔鯨臨機織錦繍噂a置園E恥闇閣園田
匹である乙とがわ

月と激動が続

，
F
t’
J

議
襲
撃
撃
証輯
覇

？ぃ。

院内問問

／
滋
動

量
不
す
天
安
門
事
件

機縮
機
舗
網

鱒
例

経」

自にかけて、ま

綴畿畿織
機綴機綴緩
論併し対瀦瀬
関院とみなされ

きか天安
門市拝がきるっ
とは

スターリン議
選の過
宅、
異にオる。走
慎重動のさな
い。
冠婚葉
山陰敏感
な中国人ったが、
容も

ているが、二月

だれも予怒しなかったに逸いな
抑圧さ
努」いた東欧
諸薗の民衆

か二蛋派
嘉
幸
準旦る人た
の意機構造忘さることな
官、
走資派
定表
するぷつな
表現で
位憶にあった
蓄
震が首相代
四日号をみると、折衷主義批判

ぃ。現代中国は、なかなか予測
が一挙に不満を爆発させたにすちに、
抵抗するような形で一こ
そのとき文革派のリーダーたち
結んだため、玄革派には大きな
行という変則的な形で任命されの論
文が目立つ。折衷主義とい

できない乙とを示す事件だる
ぎない。中国のよっに毛沢東体った。毛沢東

俸飽4Aは深刻な
は向
94宥えただる円Jか。乙のま
衝撃だっ
ただるフ。

た。

えば、
周一首相
の歩
みが思い出さ

え走
資派批判
の背景をみるに
制が一応、健

事あ少なが負
棄をもっ二口でいえば、毛’ま
推移すれば、毛主
席主夫
妻
すでに一月十九日、突安門事
その後、
重
軽判が吹き荒れる
よ蚕
派批判の表
宿L出て

つけても、中閣は激励し、今後
今回の
ような事件が起こった点
沢東政
治がもっている
内部矛盾

会常〆レた
台善、弔
辞を統むのも
件を思わせ
る事件が起こってい
れた。昨年十一月と
ろから始ま
いるのは部小平だが、背後には

も流財伊続
けるよ
フだ。だれもに、
符L
注百すべきだ。文革当と、ある積
の政
治的亀（き）裂
部小平ではな
いか、と庖い
揃い
る＠天安門
前広場にあ
る人民笑っていた
教育論争のか舞台uの

周墨来が影が落としている。天

予想しなかった事件が、なぜ起
時の
紅衛兵
運動も
激動的だった
状
況が、そのまま反映容れたよ
たに逃いない。さ色九四回副首相
雄記念碑
に中

国会主から周氏を
なかで、
辛子精華大学、．北京大
安門窃件
伊ぶると1民衆は周首

ζったか。
その
草
案
管見
が「毛沢東賛歌」の印象
誕
う
な事件だ。

の弔
辞が非常に
特色きものだ
悼む花輪
が局けら
ぞ
いたが、
学の
壁新聞による
蓋
堂守ン相をし
宗形
選まっちその

つめる必要がある。

ぃ。党内
装深だっ
た毛沢東一
とCろで天
安門店再
の背景をっち

十九日夜
議して、
人民解放軍ぺlyがわ
き上がった。中国の
な
台肱関
車に民衆の
率、

天安門
前広場の
建時社会
派が
雪返しのた内青少年、
考える場合、一月十五日に行わ
革命前の周恩来首相の
謀、
の手
話去
きれた、という
整
会メディアといえる「
人民日
不安感
者
ぞいる。

事闘にとって
闘のないもの
大衆に
呼京けて
請を
露し
れた周
豪首相
の盛
大な追
襲
功
績は中国
革命史の中に、きち
な
周首相葬儀の
震から、文
報」紙、
言売の理論紘「紅
〈重ハ十八回
襲
撃会か忌
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・
重な写真が公開されている。毛でもなく、ナベて毛主席の側近・天安門事伴は自然発生的に起こ

沢一束と江青の関係は当尺党円
だった人たちで、人間的語ったとは思えない。中国の国情

でも問題になhu、周恩来や康生〈えん）恨uによって政治．か動を考える場合、ある日突然、数

らが仰に入hu、鰻終的には二人かされ続けたのではなかるつ十万の人が集まることはない。

の関係を認めることになった。
か。その背後に、いつも江青天数万の人は、いくつかのスロー

とのとき江育夫人は「将来、ど人の影が映る。

ガンを由同意していた。すでに名

んなことがあっても政治にZ
Ez－－uT蓮華SEE－
露店－－
a闘踊際

はさまない」之の一
差入れた
警
議
議
関
壁
画圃盟置
費

という。乙れも「延安臼芭に
汲叫んだ滋繍緬輯闘盟組薄儀脳醐EE鵬醗醐

司法富
重要の一元っ、といっ立場から政治
2
場開懇は毛沢東の警の夫人
士の面倒雲くみ、彼らを支え
詳しい。

議
総
機
湘
議
機
騨
噂
礎

化指導電久毛思想券化の物炉している。こんな不安や
E
g代の恩師・楊昌続けち
充ら非の打ちぎる
一実質子貞はいまも健在ー
な
ふ
議
襲
撃盤慰
霊
壌軌

建前をとっている。そのなかで危倶（き）の念を抱いていた
署長官。
警毛沢東とは熱烈のない妻だが、延安にたと名
言
葉地方の人民公社交
二
淀川
下
轟調
整
闘
闘鵬勝目

周恩来哀
霊力がきこと自のではなかるっか。その背後にな震の末、結ばれたというイ
ぐと、毒から支障女優・怒っ
？
？るらしい。な

塁
線機
器
調
脳
陣
悶闘機不

立
錯
誤
程一

h

h’

』
h
L
；

職蝋
欄
馴馴
附
繍
組
閣
嬢
誤

二

y

〉

rし
会
3
blu
凶H4

2忍
蕗
綴
35
瀦
還
準
騒
喜

し5
5
34回の天

チ

ラ
FJ

く

1

吉
晴川
区
r

襲

撃
機
溺
議

議
繋

安門苦言非同に象徴的官っ

f

f
d
－

t
、vt
三E，
L寸
31．

議
議鱒舗
は
に
議以後
察知

たのは、周恩来の遺影を掲げた

・
・
・

・
j
司・

’

撚湖沼潜灘舗灘酒運察機線維
ffhJご縦突＝

打目
立
諸
島

疋
安
司S
事
二
ま
議－
T4

孝
司

議選
樹
齢

総
数

日い訪れれす
時計計

玉
虫
日l
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科、
l
瀧
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芸川端

芳
苧
勝
議
離

三
議機
ふ
γ
機
関
欝
違安

席をたたえる歌ばかり義って
Tフつくのが毛沢東夫人の江
；ぷ君。のちに毛沢東は
旗（らんびん）の
3
5
4
52とに触れる
会主抗
議
議
議級協
票
霧
設

住民索、周恩来を憎む形で女史である。天安門事謀、ま
繍夫人と子供を故郷に残して弁を追われる結果となっ宍
襲かというと、天安門事室哲
三与
三二繍灘繍燃機
JT燃機猶綱関線機織繍
r

uur
符

号
器MA
当日
開
設
計
君

主
宗

主

主
計
時打

響機
脳

懇
脳

協
君

事件で一
言批判定のみえと関連して
言語についてたた
2民党の手で虐殺され
在、生徒として
を毛沢東で、
奈
z
g
E
議
議綴バ
ダ機
畿
翻
園調
露

る。

の批判が含まれている。第三はたといわれている。この点が毛と結ばれる。

ず、揚関慾を前面に押し出した
号、JK

L弥
語器引
鴻話事豊富事自軍司自22E

周恩来首相は国家的使命感に江晋女史に対ナる批判が出はじ沢東らしいといえば言えるわけ
侠園女優だっただけに、若き乙とは、うがったことであD、
社会主義俸制下で、ζのよ一フ掃しで批判されていた部小平乙

燃え1粉脅碍身、中国のためにめたことだ。中国人民がはっきで、革命根拠地でも第二天人のBの江青女史は大変な美人で、
江菅夫人に対ずる痛烈な批判がな人間関係を表に出すことは、
走資派に、あたかも味方すると

尽くした、という見方が圧倒的
会掲開曹をしのぶスロlガ
望号結ばれる。賀子貞選
実
シ宅刊行され、話題に込められていると忠之走資派かつてなかったこと究
費怒とく大衆が集まった事実を直視

だった。とれに対し、現在の政ジを掲げたことは、a江青女史にも悲劇的人物といわれるのは、
なった？フジミロブ審「延安臼批判の背且県にも）ずっと江青のの名を出す亡とによって、毛政ずべきだろう。

治をみると、文革派の人たちだ対する最も精一烈な皮肉であり、
大長征のさいも毛主席に付き添記」〈高慎重訳）にえ毛主席影がテラつく。劉少奇、
禁回、
治の在り方と、江青に批判を投
〈第吠十八回四国政経懇話会

けが毛一思想のJ解釈予を持批判である。

って延安まで赴く。その問、共と腕を組んだ若き江青夫人の寅‘陳伯遥らの矢脚を品別にあげるまげかけたととは無視できない。
から）
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『四国新聞』1976年4月15日

派
に
は
「
毛
主
席
が
健
在
な
う
ち

に」 、
と
い
う
時
間
的
制
約
が
あ
る 。

新
首
相の
任
命
に
》子
続
き
的
に
無

恕
が
あ
る 。
天
安
門事
件
の
処
理
を

あ
い
ま
い
に
し
て
お
く
と
毛
批
判
を

砕
す
こ
と
に
結
びつ
く 。
そ
こ
で
急

きょ 、
郡
小
平
を
悪
意
に
し
て
失
脚

さ
せ
た
が 、
あ
ま
り
に
も
ドロ

な
わ

式
支
見
え
す
い
て
い
る 。
人
民
の
納

ζ
の
二
月
と
る 1
わ
が
国
で
は
だ
け
で
会
中
閣
をつ
かむ
こ
と
は
で
重
要
な
役
割
をは
た
す 。
幹
部
ク一フ
伴
が
地
方
都
市
で
も
起
き
た
ら
し
得
い
ぐ
形
で
な
かっ
た
た
め 、
不
満

「
郡
小
平
の
矢
脚 ベ
間
近
し」
と
い
き
な
い 。
「
人
民
日
報」
の
考行
部

ZL
は
文化
大
革
命
の
さ
い 、
実
権
い 。
中
国全
土
的
に
み
る
と
危
機
意
が
潜
在
し

て
い
る
の
で
は
な
か
るつ

A兎
方
が
大
勢
を
占
め
て
い
たよ
う

だ 。
私
は
建
派
支
持
の

H
基
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意
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露
だ
と
み
て
い
た 。
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3ー園
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un割歩

蓋
派
の
走
資
派批
判
は B
ま
ず
大

「
J
H
2
3
4島

》
U

4
川
晶
化

方
連
側

学 、
次
い
で
「
人
民
日
報」
「紅

－
e

一

－
勾
1

4
1
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・

4
1
・1十
1
J

4
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旗」
な
ど
の
マ
ス・
メ
ディ
ア
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波
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司
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U数十時抑制
時
計J

φ

欠
か
せ
ぬ
西
側
と
の
貿
易

ん
に
批
判
が
行
わ
れ
た 。

だが 、
こ

れ
ら
は
文革
派
の
拠
点
で
あ
D 、

モ
数
は
約一一
菅
五
十
万
部
で 、
中
国
の
派
で
あっ
た
人
が
含
ま
れ
て
お
D 、

織
に
と
のつ

か
れ
て
い
る
の
は
文革
か 。
文革
派
は一
つ
の
決
着
を
試
み

デ
ル
地
区
に
ナ
ぎ
な
い 。
末
端
の
生
人口
二
百
欽
十
人
に一
部
の
割
合
に
走
資
派
批
判
が広
が
ら
な
い
抵
抗
要
派
だ
と
い
え
よ
う 。
毛
主
席
が
健
在
た
が 、
中
国
は
赤常
に
大
き
な
諜
題

産
点 、
人
民
公
社
な
ど
で
広
〈
走
路円
な
る 。
外
篭
記
事
な
ど
を
豊
富
に
盛
因
に
も
なっ
て
い
る
よ
う
だ 。

で
も 、
こ
の
状
態 。
毛
主
席
亡
き
あ

を将
来
に
残
し

た
こ
と
に
な
る 。
毛

派
批
判
が
行
わ
れ
た
こ
と
は 、
ほ
と
り

込
み
「
人
民
日
報」
が報
じ
な
か

重
派
批
判
は
毛主
席
の
権
威
を
と 、
自
分
た
ち
は
とつ
な
る
ん
だ 、

俸
制
の
末
期
に 、
天
安
門事
件
延

ん
ど
な
かっ
た
の
で
は
な
か
るコ
っ

た
ロ
ッ

キ
ー
ド事

件
も
掲
載
し
て
振
D

か
ざ
し
て
宣
伝
しな

がら 、
思
と
い一三不
安
が
文革
派
を、
な
D
ふ
生
古

た
こ
と
は
深
刻
な
怠
昧
が
あ
る

か 。
二
月
段
階
で
は 、
む
し
ろ
－窒
い
る
「参
考
曽品」

投
七
百
万
部
う
よ
主
聖－
が
な
かっ
た 。

ヤレ
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か
ま
わ
ず
番目
派
批
判
に
走
6 ．せ

え

4
派
か
ら
の
巻
き
返
し傾
向
さ
え
み
ら
出
て
い
る 。
中
国
人は
表
向
き
は
公
ろ 、
反
対
の
動
き
ま
で
現
れ
て
い
た 。

走
資
派
と
は 、
党
内
に
あっ
て
資

れ
た 。

式
的
で
も 、
裂
に柔
軟
性
を
備
え
て
る 。
北
京
で
は
郡
小
平
の
会ハム
織
は

党
中
央
は
銘
小
平
を

n
黒
幕H
で
本
主
義
の
速
を
歩
む
実
権
派
と
なっ

私
は
かつ
て
置
のコ
ミュ
ニ
ケ
い
る 。
い
ず
れに
し
て
も
襲
伝
達
ぐ
奪 、
華
同
鋒
新
首
相
就
任
を
歓
迎

号
反
革
命
と
決
めつ
け 、
敵対
矛
て
い
る ρ

蓄
の
「
キ
さ
を
ス

1
ショ
シ
樽
造
につ
いで論
文を
替
の
不
十
分
な
社
会
芯
か
ら 、
な
ん
と
す
る

n
管
制
の
デ
モ。

が展
開
さ
れ
扇
に
転
化
し

た 、
と
い
い
な
が
ら
免
ト・
ロ
ー

ダ
I

ズ」
が 、
わ
か
り
や

い
た
こ
と
が
あ
る
が
「
火
民
日
報」

いっ
て
も「
ク
チコ
ミ」や
援
新
聞
が
た｝
方
で 、
天
安
門事
件
に
似
た
事
籍
はハ、
ク
奪
で
き
な
かっ
た 。
文革
すい
か
も
レ

れ
な
い 。

だで
こ
れ

〈下〉

嶺

雄

東
京
外
大
助
教
授

中

嶋
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